
（別紙３）

～ R7年　10月　31日

（対象者数） ３２人 （回答者数） ２4人

～ R7年　10月　31日

（対象者数） 7人 （回答者数） 7人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
すべての部屋に目が行き届くように職員が意識し
て行動をする。

2 1人1人の専門知識を高めていく。

3
より活動の様子が分かりやすいように写真の枚数
を多くしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
開所日に行われているイベントに関しては積極的
に参加するようにしていく。
また、近隣の住民への挨拶を徹底する。

2
終礼が出来ない分、記録に残しておいて次の日の
朝に全員で振り返りを行う。

3 劣化、老朽化が見られる箇所の補修が必要。

部屋数が多く環境設定を行いやすい。
部屋を分けたグループ活動や事業所全体を使った
コーナー遊び。

支援計画案は職員全員で意見を出し合って作成をす
る事が出来ている。

管理者、児発管が1人で作っていくのではなく全員
の意見を聞きながら会議を行う。

ＳＮＳでの活動投稿を定期的に取り組んでいる。
なるべく投稿期間が空いてしまわないように週1で
の更新をしている。

事業所内の環境（設備の劣化）が多く見られ
危険な状態である為ジョイントマットを敷いて
対応を行っている。

建物の老朽化が原因と考えられる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域（近隣との）関わりが少ない。
地域のイベントが日曜日開催な事が多く事業所とし
て参加する事が難しい。

業務終了後の振り返りがなかなか出来ていない。
勤務時間のばらつき、送迎に時間が掛かっているた
め、集まっての終礼は出来ていない。

R7年　9月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年　10月　31日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 しあわせ駅粕屋

○保護者評価実施期間 R7年　9月　20日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


